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xy平面の原点 Oを中心とし半径 1の円 C 上に定点 Aをとる．同じ円上の点 Xに対
し，平面上の点 Yを −→

OY =
−→
OA− 2(

−→
OA ·

−→
OX)

−→
OX

で定める．ただし，−→
OA ·

−→
OXは −→

OAと −→
OXの内積である．このとき，

(1)
−→
OY = 1であることを示せ．

(2)
−→
OY = −

−→
OAとなる点 Xをすべて求めよ．

(3) 点 Xが円 C を 1回まわるとき，点 Yは同じ円を 2回まわることを示せ．


